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学部担当科目

・考古学特殊講義（6）
・歴史考古学
・博物館資料論
・博物館教育論
・博物館実習Ⅱ
・博物館実習Ⅲ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・特定の専門分野にとらわれずに、学際的視野を持って研究に臨むように指導する。

授業科目

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、古代学研究会、中国水利史研究会

・東アジアにおける治水灌漑の史的意義
・古代日中韓における溜池灌漑システムの系譜と技術交流
・前方後円墳の土木技術と葬送儀礼の復元

同志社大学文学部

学士

東アジアの治水灌漑

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科研費平成30年度(2018年度) 基盤研究（Ｃ）（一般）「土木技術からみた古代日韓
溜池の歴史的関係性」（平成30年度～平成32年度）により、6月に韓国慶尚南道におい
て新羅領域の溜池（蔚山薬泗洞、慶州影池・書出池・鴨雁池、永川菁堤、昌寧甘洞
池、密陽旧位良池）、ならびに洛東江狭窄部（三浪津付近）と琴湖江の取水堰につい
て現地調査を実施した。調査では、新羅領域の溜池のなかに、薬泗洞・菁堤など、当
時の土木技術では河川灌漑が困難であった沖積地を開発する水源として築造された溜
池が存在することを確認する成果をあげることができた。9月には、次年度の事前調査
として、中国淮河流域に位置する河南省固始県の陂塘群（溜池群）の現地調査を実施
した。調査の結果、淮河流域の陂塘は灌漑機能とともに、その防洪機能を重視して築
造されていたことを確認する成果を上げることができた。

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

所属学会

研究課題

・地盤工学会ATC（国際地盤工学会アジア地域委員会）国内委員
・纒向学研究センター共同研究員
・大阪府立狭山池博物館運営審議会委員
・「狭山池と行基」（行基生誕1350年記念行事「行基に学ぶ」）2018年5月26日
・「アジアモンスーン地帯のため池文化」(国際文化財研究センター歴史講座)
2018年7月20日
・「巨大前方後円墳の築造と大古墳群の出現」（はびきの市民大学）2018年9月28日
・「前方後円墳の築造方法と埋葬儀礼」（朝日カルチャー）2018年10月20日
・「銅鏡の秘めた謎」（連続講座「ヤマトの歴史絵巻」）2018年11月9日
・「2・3世紀倭国の実像」(豊中歴史同好会創立30周年記念シンポジウム)
2018年11月10日

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・博物館委員
・教務委員

専門分野

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・博物館資料論
・博物館教育論



②倭国副葬鏡儀礼の変遷と
その背景

①淮河流域低地における連
珠式ため池群とその防洪機
能

2018年10月
京都大学防災研究所
平成30年度第４回水
資源セミナー

①

（その他）

（学会発表）

①三国から朝鮮時代前期に
かけての溜池の類型とその
歴史的背景

研究業績[著書、学術論文等]

①

概　　　　　　　要
単著､
共著
の別

2019年2月

2018年12月

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

168頁～178頁

『構築と交流の文化
史―工楽善通先生傘
寿記念論集―』雄山
閣

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

纒向学研究センター
平成30年度定例研究
集会


